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聖

衆
来
迎
寺
本
六
道

絵
「

天

道
」

幅
小
考

　

　
　
　
　

　

　
　

山

本

陽

子

幅
に

は、

す

で

に

鏡
を

見
て

嘆
く

老
女

の

姿
が

「

老

苦
」

の
一

場
面
と

し

て

描
か

れ

て

い

る
。

な

に

よ

り
こ

の

六

道
絵
に

は

「

人

道

不

浄
相
」

幅
と

い

う、

美
女
の

死

体

が

腐
乱

し

て

ゆ

く、

規
世
の

生
々

し
い

描
写

が

あ

る

で

は

な

い

か
、

と
。

　
し

か

し
こ

の

場
面

は、

本
当

に

衰
え

た

天

女

を

表
し

た

も

の

だ

ろ

う
か
。

本
論
の

考
察
は
こ

の

疑
問
に

始
ま
る
。

こ

の

絵
は

読
み

誤
ら

れ

て

い

た

の

で

は

な
い

か
。

天

道
幅
が

訴
え

よ

う
と

し

た

も

の

は、

衰
え

て

寵
を

失
っ

た

天

女

の

嘆
き

と

は、

全
く

別
の

物
語

で

は

な

か
っ

た

か
。
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そ
の

描
写
の

凄
惨
さ

で

知
ら

れ

る

聖
衆
来
迎
寺
蔵
の

六

道

絵
十

五

幅
の

う
ち

で

は
、

「

天

道
」

幅
は

極
め

て

影
が

薄
い
。

「

天

道
」

幅
A

図

−

参
照
〉

は

天

界
の

風
景
の

下

部
に

、

五

衰
の

様
相
を

呈

し

て

半
ば

横
た

わ

り、

他
の

天

女

た

ち

か

ら

見

放
さ

れ

る

一

人
の

天
人

を

表
し

た

も

の

で

あ

る
。

中
央
の

宮
殿
の

宝
座

に

入

影
は

な

く、

そ

こ

に

は

地

獄
図
の
、

他
に

類
を

見

ぬ

ほ

ど

迫
真
的
な

容
赦
な
い

責
め

苦

の

恐

ろ

し

さ

や

紅
蓮
の

炎
も

、

人

界
の

現
実
的
な

人

間
の

姿
も、

活
々

と

し

た

動
き

も

な
い

。

　
「

天

道
一

幅
の

主

題
は

大

人
五

衰
で

あ

る
。

六

道
の

最

上

界
の

天

人
す
ら

齢
に

は

限
り

が

あ

り
、

末
期
に

な

れ

ば

頭
上

の

花
鬘
萎
み

、

天
衣
塵
垢
に

著
さ

れ、

腋
の

下

　

　
　
　
　

　

　
　

く

る

め

よ

り

汗
出
で

、

両

の

目

胸
き、

本
居

を

楽
し

ま

ざ

る

の

五

衰
相
が

現

じ、

捨
て

ら

れ

て

死
ぬ

昔

し

み

が

あ

る

と

『

往
生

要

集
」

は
二口
う

。

　

け
れ

ど

も

あ

り

ふ

れ

た

物
語
だ、

と

私
た

ち

は

思

う
。

天

界
の

例
を

挙
げ

る

ま

で

も

な

く、

栄

華
を

極
め

た

女

性
が

寵
を

失
っ

て

嘆
く

話
は、
『

平
家
物
語
』

の

祗
王

祗
女

な

ど

枚
挙
に

暇
が

な

い
。

美

女

の

悲
惨
な

末
路
で

あ

れ

ば、

天

女

よ

り

も

身
近

な

卒
都
婆
小
町
の

物
語
を

知
っ

て

い

る
。

こ

の

六

道
絵
に

お
い

て

も

「

人
道

苫
相
」

　
六

道
絵
の

中
で

も

「

天

道
」

幅
を

扱
っ

た

論
文

は

少

な

い
。

そ

の

解
説
の

中
で

、

本
図

の

主
題

は

天

女

の

嘆
き

で

あ

る

と

さ

れ

て

き

た
。

　
鎌
倉
時
代
に

描
か

れ

た

聖

衆
来
迎
寺
蔵
の

六

道
絵
は、
「

等
活
地

獄
」

「

黒
縄
地

獄
」

「

衆
合
地

獄
」

「，
阿
鼻
地

獄
」

と、

八

大

地

獄
の

う

ち
四

地

獄
四

幅
に、
「

餓
鬼

道
」

コ

畜
生

道
L

「

阿
修
羅
道
」
「

人

道
苦

相
一
」

「

人

道
苦
相
二
」

「

人

道
不
浄
相
」

一

人
道
無
常
相
L

「

天

道
」

と

餓
鬼
・

畜
生
・

阿
修
羅
・

人
・

天
の

八

幅
を

併
せ

て

六

道、

さ

ら
に

「

閻
魔
王

庁
」

「

譬
喩

経
所
説
念
仏
功

徳
」

「

優
婆
塞
戒
経
所
説
念
仏
功

徳
」

の

三

幅
を

加
え

た

十

五

幅
か

ら

な

る
。

　
こ

の

十
五

幅
の

図

様
に

つ

い

て

紹
介
し
、

詳
細
な

考
証
を

加
え

た

最
初
の

論

文

は、

　
　

　

　
　
　
　
（
1
×

2）

大

串
純
夫
の

「

十
界
図

考
｛

で

あ

る
。

論
中
で

大
串
は

「

天

道
」

幅
〈

図

1
＞

に

つ

い

て
、

源
信
の

『

往
生

要

集
』

の

「

天

道
」

の

項
を

挙
げ

た

上

で
、

以

下
の

よ

う
に

記
述
す
る

。

圖

は

右
の

記
述
に

よ
っ

て

ド

部

中
央
に

五

衰
の

相
を

あ

ら

は

せ

る

天

女

を

畫
き、

大

女
の

悲
し

み

嘆
ず
る、
ゴロ
葉
の

内
容
を

全

畫
面

に

冩
し

て

ゐ

る
。

五

衰
の

相
あ

聖、
衆L
米

迎＋
丁

本」
ハ

道
絵

「
天

道
　

幅
小
考

山

本

陽
了

＊

　一
般
教
育
　
助
教
授

　
美
学
美
術
史

（
目

本
・
束
洋）
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明
犀丁
大
以

干

研

究

紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
官口
駈叩
文
化
学

科
】

筮叩
十

四口
万
　．
一
〇
〇亠
ハ

年

62

1 聖 衆来 迎 寺蔵六 道 絵十五 幅 の うち

　「天 道」 幅

ら

は

れ

る

時、

忽
ち

に

し

て

失
は

れ

る

林
間
の

行
樂
や

奏
樂、

乂

は

宴
會
の

樂

し

み

や、

或
は

池
邊
の

沐
浴
・

麁
澁
園
の

甲
冑
な

ど

は、

帝
釋
天

の

去
っ

た

寂

漠
た

る

善
見

宮

城
を

め

ぐ
つ

て、

切
利
天
の

果
敢
な

さ

を

效
果
的
に

強
調
す
る
。

稍
々

拙
な

い

筆
致
も

認
め

ら

れ

る

が
、

畫
面
の

大
さ

繪
絹
の

性
質
共
に

前
の

諸

圖

と

大

差

な

く、

こ

の

圖
も

亦
同
じ

書

家
の

作
な

る

事
は

確
か

と

云
へ

よ

う
。

題
辭
も

繪
樣
に

ふ

さ

は

し

く、

餓
鬼
・

畜
生
・

修
羅
の

二

道

や

人

道

不

淨
相
に

見

る

書
軆
で、

で

掲
げ

た

真
保
亨
は、
「

仞
利
天

に

お

け

る

楽
園

の

有
様
と、

臨
終
に

際
し

あ

ら

わ

れ

る

五

衰
の

相
の

悲
哀
を
一

図

に

構
成
す

る
。

」

と

し

て
、

さ

ら

に

雑
林
苑

の

宴

会、

殊
勝
池

の

沐
浴、

五

衰
相
の

天

人
、

善
見
城
の

帝
釈
天
の

宝

座
の

四

箇
所
を

拡
大

図

版

に

よ
っ

て

解
説
す

る
。

　
中
野

は、

帝
釈
大

が

去
っ

て

空
の

椅
子

や

乗
り

手
の

な
い

白
象
が

描
か

れ

る

と

指

摘
し
、

天

界
の

歓
楽
場
両
を

「

大
串
論
文
で

は、

こ

れ

ら

の

図

を

加
え

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

帝
釈

天

が

去
ワ

た

後
の

寂
し

さ

を

強
調
し

て

い

る

の

だ

と

説

く
。

」

と

引

用

す

る
。

宮
は

こ

の

図
を

天
道
の

苦
が

「

地
獄
の

苦
し

み

に

匹

敵
す

る

こ

と

を

き

わ

め

て

情
趣
的
に

示

し

て

い

る
。

」

と

い

う
の

み

で

あ

る。

　
近
年、

加
須
屋

誠
が

女
性
史
の

見
地

か

ら

こ

の

「

六

道
絵
」

に

取
り

組
み、
「

大

　
　
　
　

　

　
　
　（
6

×
7）

道
」

幅
を

取
り

と

げ
て

い

る
。

加
須
屋

は

各
部
分
の

拡
大

図
版
で
、

上

部
の

奏
楽
・

行

楽、

ド

方
の

水

浴
場

面
を

「

老
天
女
の

回

想
」

場

面

と

し

て

『

往
生

要
集
』

に

従

っ

て

解
説
す
る
。

さ

ら

に

乗
り

手
の

い

な

い

白

象、

放
置

さ

れ

た

甲
冑
を

挙
げ

、

中

央
の

帝
釈
天

の

宝

座

が

無
人
で

あ

る

こ

と

を

指

摘
し、

帝
釈
天

は

阿

修
羅
と

の

戦
闘

で

宮
殿

を

留
守
に

し

て

い

る

と

解
く

。

さ

ら

に

図
の

中
心

が

空
の

宝

座
で

あ

り、

そ

の

下
方
に

老

天

女

が

横
た

わ

る

と

い

う

位
置
関

係
に

注
目

し、

N 工工
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仞
利
天

雖
快
樂
無
凾

命
終
時
五
」

口
口
有
悲
帝
釋
宮
中

永
斷

瞻
望
L

口
口

口
砌
無
復
能
見

却
波
樹
下
」

口
口
口
口
勝
池
水

沐

浴
無
由
L

四

種
廿
露
有

令
不

可

嘗
五

妙
音
L

樂
此

後
不

可
聽

と

要
集
の

要
文
を

適
宜
引
用
し

て

（

ゐ
）

る
。

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
〔
3）
　
　
　
　
　

〔
4）

　
大
串
に

次

い

で

「

天

道
」

幅
に

言
及
し

た

も

の

に
、

真
保
亨
・

中
野
玄

三

・

宮

（
5

）

次
男
の

図
版
解
説
が

あ

る
。

『

六

道
絵
』

（

註
3
参
照）

に

「

天

道
」

幅
を

原
色
図
版

本
幅
は

画
面

中
央
が

空
虚
な

場
所
で

あ

る

こ

と
、

そ

れ

に

対
し

て、

画
面
周

辺

に

華
や

か

な

幻
想
を

付
置
す
る

こ

と

で
、

老

天

女

の

孤
独
と

悲
嘆
を

描
き

出
し

て

い

る
。

こ

の

構
図

法
か

ら

視
覚
的
に

読
み

取
ら

れ

る

の

は、

天

道
世
界
は

天

人
の

た

め

の

場
所
で

は

な

く、

帝
釈
天

を

中
心

に

据
え

た

世
界

で

あ

る

こ

と

だ。

そ

し

て、

こ

の

中
心

が

喪
失

さ

れ

て

い

る

こ

と

が、

な

に

よ

り

天

女
を

悲
し

ま

せ

る。

と

説
明

し、
「

天
女
が

住
む

と

さ

れ

る

華
や

か

な

世

界
は、

実
は

男
性
中
心

的
な

原
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理

に

基
づ

い

て

構
築
さ

れ

て

い

た
。

そ

れ

は

私
た

ち
の

住
む

地
上

の

男

女
の

力
関
係

を

反
映
し

た

も

の

に

違

い

な
い

。

L

と

結
論
づ

け

る。

　
「

大

道
」

幅
に

つ

い

て

最
も

詳
細
に

解
説
し

た

大
串

と

加
須
屋
の

い

ず
れ

も

が、

そ

の

主
題

を
、

五

衰
の

相
の

現
れ

た

大

女
の

嘆

き

と

見、

こ

の

天

宮
を

帝
釈
天

が

去

っ

た

後
の

表
現
と

す

る

見

解
は
一

致
し、

特
に

異
論
は

出
て

い

な
い

。

二

　
五

衰
の

天

人
は

天

女
か

　

し

か

し
、

地
に

腰
を

落
と

し

た
五

衰
の

天

人

〈

図
2
＞

を

見

て

い

る

と
、

違
和
感

を

感

じ

る
。

こ

れ

は

女
性
の

姿
だ

ろ

う
か

。

そ
こ

に

は

下
方
の

殊
勝
池
で

沐
浴
す
る

天

女

た

ち
の

よ

う

な

妖
艶
さ、

嫋
や

か

さ

の

片
鱗
も

な
い

。

肌
は

土

気
色

、

凵

元
に

は

皺
ら

し

き

線
、

ま

く
れ

出
た

腕
は

筋
張

っ

て

描
か

れ

る
。

　
た

し

か

に

老

衰
に

よ
っ

て

女
睦

ら

し

さ

が

失

わ

れ

た

表
現

、

と

い

う

可

能

性
は

あ

ろ

う。

地

面

に

わ

だ

か

ま

る

天

衣

と

着
衣

の

く

す
ん

だ

色

は

五

衰
相
の

一
、

「

天

衣、

塵
垢

に

著
さ

れ
」

た

様
に

基
づ

く

も

の

で

あ

る
。

し

か

し

袖
を

肩
ま

で

ま

く
っ

て

頬
杖
を

つ

き、

股
を

大

き

く

広
げ

て

腰
を

落
と

し

た

姿

勢
は

女
性
の

も

の

で

は

な

い
。

褪

紅
色

の

上

着
の

下
に

履
く

褐
色

の

着
衣

も、

股
の

下
の

線
が

描
か

れ

て

い

る

の

で、

裳
で

は

な

く

袴
状

聖

衆
来
迎

凸
本
六

道

絵
一
天
道
」

幅
小

考

山

本
陽
予

で

あ

る
。

こ

の

天

人

は、

老
天

女
で

は

な

く

老
い

た

男
性
で

は

な

い

か
。

　
大

串
が

そ

う
で

あ
っ

た

よ

う
に
、

現
在
で

は

天

人
と
い

う
言

葉
か

ら

連
想
さ

れ

る

の

は
、

女
性
の

天

女
の

み

で

あ

ろ

う
。

し

か

し

仞
利
天
の

主

で

あ

る

帝
釈
天

や、

四

天

工

が

男
性
で

あ
る

よ

う

に、

本
来、

天

人

は

女
性
と

限

る

も
の

で

は

な

か
っ

た
。

　
し

か

し

「

天

道
」

幅
に

つ

い

て

は、

図
の

各
要
素
が

『

往
生

要
集
』

の

記

述
に

基

づ

い

て

描
か

れ

て

い

る

こ

と
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

大
串
も

ま

た

こ

の

文
に

拠
ッ

て

−

天

女
の

嘆
き
L

と

解
説
し

た

の

で

は

な

か

っ

た

か
。

そ

こ

で

『

往
生

要
集
』

の

文

章
に

溯

り、

源
信
が

五

衰
の

者
を

天

女

と

し

て

述
べ

て

い

る

か

を

確
か

め

た

い
。

こ

の

天

人

は

女

性
と

明
記
さ

れ

て

い

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

第
六

に

天

道

を

明
さ

ば

三

あ

り
。

（

中
略
）

か

の

仞
利
天

の

如
き

は、

快
楽
極

り

な

し

と
い

へ

ど

も、

命
終
に

臨
む

と

き

は

五

衰
の

相
現
ず

。

一

に

は

頭
の

上

の

花
鬘
忽
ち

に

萎
み、

二

に

は

天

衣、

塵
垢
に

著
さ

れ
、
．一．

に

は

腋
の

下
よ

り

汗
出
で、

四

に

は

両

の

目

し

ば

し

ば

胸
き、

五

に

は

本
居

を

楽
し

ま
ざ

る

な

り。

こ

の

相
現
ず

る

時、

天
女
・

眷
属、

皆
悉
く

遠
離
し

て
、

こ

れ

を

棄
つ

る

こ

と

草
の

如
し

。

林
の

問
に

偃
れ

伏
し、

悲
し

み

泣
い

て

嘆
じ

て

曰

く、
（

中
略
）

こ

の

言

を

作
す

と

い

へ

ど

も

あ

へ

て

救
ふ

者

な

し
。

A

六

波
羅
蜜
経
〉

　

当

に

知
る

べ

し
、

こ

の

苦
は

地
獄
よ

り

も

甚
だ

し

き

こ

と

を
。

故
に

正

法
念

　

経
の

偈
に

云

く
、

　

　

天

上

よ

り

退

か

ん

と

欲
す
る

時

　
心
に

大

苦
悩
を

生

ず

　

　

地

獄
の

も

ろ

も

ろ

の

苦
毒
も

　
十
六
の

一

に

及

ぼ

ず

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
〔
8〕

と
。

（

以

F
略
）

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

（

原
文
は

漢
文
・

石

田

瑞
麿
訳
）

　
こ

の

『

往
生

要
集
』

の

天

人
五

衰
の

箇
所
に

は

主

語
は

な

く、

五

衰
の

者
は

天

女

と

は

記

さ

れ

て

い

な

い
。

五

衰
の

天

人
を

見
捨
て

る

者
に

天
女
・

眷
属

と

い

う

言
葉63
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明
星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言

語
文

化
学
科
】

第
十
四

号

　
二

〇

〇
六

年

が

使
わ

れ

る

の

み

で

あ

る
。

こ

の

条
が

拠
る

『

大
乗
理

趣
経
六

波
羅
蜜
多
経
』

の

同

箇
所
に

溯
っ

て

も、

同

様
に

五

衰
の

天

人
の

主

語
は

書
か

れ

て

い

な
い

。

こ

の

文

面

か

ら

は
、

五

衰
の

天

人

は

男
女

の

何
れ

と

も

解
釈
が

可
能
で

あ
る
。

　
も

っ

と

も
、

著
者
の

源
信
に

天

人

は

女

性
と

す
る

先
入
観
が

あ
っ

た

可

能
性
は

考

え

な

く
て

は

な

ら

な

い
。

し
か

し

『

往

生

要

集
』

の

天

道
に

偈
が

挙
げ

ら

れ

て

い

る

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　〔
9）

『

正

法
念
處
經
』

觀
天

品

四

天

王

天
の

条
で

は、

天

界

中
に

諸
々

の

天

王

の

ほ

か

天

衆
・

天

子
・

天

女

と

い

う

呼
び

分

け
が

見
ら

れ

る
。

し

た

が

っ

て
、

源
信
は

偈
を

引

い

て

天

道
の

項
を

書
い

た

時
点
で、

天

が

女
性
の

み

の

世
界
で

は

な
い

こ

と

を

承

知

し

て

い

る

は

ず
で

あ

る
。

　
「

天
道
」

幅
の

根
拠
と

な

る

『

往
生

要
集
』

に

は、

五

衰
の

天

人
は

女

性
と

は

さ

れ

て

い

な

か
っ

た。

聖
衆
来
迎
寺
本
の

天

人
の

性
別
が

何
れ

で

あ

る

か

は
、

他
の

仏

画
の

天

人

の

描
写

と、

本
図
の

そ

の

も
の

の

表
現
に

求

め

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

。

三

　
天
人
の

造
形
と

性
別

　

天

入

は
、

ど

の

よ

う
に

男
女
の

造

形
が

な

さ

れ

て

い

た

の

か
。

天

人
の

男
女

の

別

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
10）

が、

イ
ン

ド

ま

で

溯
っ

て

存
在
す

る

こ

と

を

指
摘
し

た

の

は

小

杉
一

雄
で

あ

る
。

紀

元
五
・

六

世
紀
の

ア

ジ

ャ

ン

タ

や

サ

ー

ル

ナ

ー

ト

に、

男

女
一

対
の

形
で

浮
彫
に

さ

れ

る

天

人
は

裸
形
も

し

く

は

薄
着
で

あ

り、

そ
の

体
型
か

ら

明
ら

か

に

両
性
の

差
異

が

見

て

取
れ

る
。

天

入
の

男
女
は、

中
央

ア

ジ

ア

の

キ

ジ

ル

や

中
国
の

雲
崗
石

窟
に

お

い

て

も

裸
形、

或
い

は

髪
形
と

裳
の

長

短
に

よ
っ

て

区

別
し

て

造
形
さ

れ

る

と

い

｝
，。　

イ
ン

ド

に

お

い

て

人
間
の

姿
で

空
中
を

飛

翔
す

る

小

神

は、

秋
山
光
文
に

よ

れ

ば

さ

ら

に

仏
教
以

前
の

古
代
神
話
に

溯

る

と
い

い、

男

女

の

呼
称
の

別
も

挙
げ

ら

れ

て

〔
11）

い

る
。

こ

の

よ

う

な

飛
天

は、

釈
迦

を

賛
嘆
す
る

者

と

し

て

紀
元

前
一
・
．

一
世

紀
の

64

バ

ー

ル

フ

ト

の

欄
楯
浮
彫

に、

天

駆
け

る

男
性
の

姿
と

し

て

造
形
さ

れ

て

い

る

と、

　
　
　
　

　
　
へ
12）

林
温

や

秋
山

は

い

う

（

註
11

参
照
）

。

た

だ

し

林
に

よ

れ

ば、

雲
崗
以

後
の

中
国
で

は

飛

天
像
は

「

初
期
か

ら
一

貫
し

て

女

性
的
な

表
現
が

主

体
で

あ
っ

た
。

イ

ン

ド

に

見
ら

れ

た

男

性
像
や

男
女
一

対
像
へ

の

愛
好
は

、

中
国
に

は

受
け

入

れ

ら

れ

て

い

な

い
。

」

と

い

う

（

註
12
参
照
） 。

　
日

本
に

お

け

る

古
い

時
代
の

天

人

像
で

は

性
別
の

明
確
な

も
の

は

少

な

い
。

飛
鳥

時
代
に

は

細
身
の

な

よ

や

か

な

飛

天

が

描
か

れ

る

が、

こ

の

時
代

で

は

玉

虫
厨

子

扉

絵
の

武
装
形
の

天

部
さ

え

ほ
っ

そ

り

と

し

な

や

か

に

描
か

れ

て

い

る

の

で、

全

て

が

女

性
と

は

判
断
で

き

ず、

奈
良
時
代
以

降
の

飛
天

も

童
顔
で

中
性
的
で

あ

る
。

　
そ

れ

が

あ

る

時
期
か

ら

我
々

が

意
味
す

る

天

女
の

姿
に

変
わ

っ

て

行
く、

と

勝
木

　
　
　
　

〔
B）

．
三口
一

郎
は
い

う
。

「

例
え

ば

大

徳
寺
山

門

の

天

井
画、

方
広
寺
鐘
楼
の

天
井
画、

紀

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
〔
14）

州

東
照
宮
の

斗
棋
飾
り

を

見
る

限
り、

飛

大

は

天

女

の

姿
に

変
わ
っ

て

い

る
」

と
。

聖

衆
来
迎
寺
の

「

天

道
」

幅
は、

そ
の

中
性
的
な

天

人
か

ら

天

女
へ

の

長
い

過
渡
期

の

う
ち

に

位
置

す
る
。

　
実
際、

聖

衆
来
迎
寺
本
「

天

道
」

幅
の

他

の

天

人

の

中
に

も
、

明
ら
か

に

女
性
で

あ

る

天

女

と、

そ

う

で

は

な
い

姿
と

が

混
在
し

て

い

る
。

沐
浴
の

二

天

女、

五

衰
の

天

人
を

見
る

二

人

〈

図

3
＞

や

沐
浴
を

見
る

二

人
は、

長
く

引
き

ず

る

よ

う
に

着
た

裳
か

ら

女

性
と

判
断
で

き

る
。

E
部
で

舞
を

舞
う
二

人、

子

供
を

囲

む
一

群
も

裾
長

の

裳
を

翻
す
の

で

女
性
で

あ

ろ

う
。

　、

方、

天

宮
内

の

象
使
い

と

反

対
側
の

建
築
の

陰
に

座
す
人
物、

舞
の

ド

方
で

奏
楽
す

る

天

人、

た

と

え

ば

横
笛
を

吹
く

大

人
〈

図

4
＞

は
、

袖
も

裾
も

短
い

上

着
で

袴
を

着
用

し

長
靴
を

履
く。

足
を

開
い

た

座
り

方

も

天

女
た

ち

と

は

異
な

り、

男

性
の

天

人
で

あ

ろ

う

と

思
わ

れ

る
。

　
そ

れ

で

は

五

衰
を

呈

し

た

天

人

は、

男
女

の

何
れ

と

し

て

描
か

れ

た

の

か
。

姿

勢
・

着
衣
・

髪
形、

の

他
に

注
冖

し

た
い

の

は

そ

の

冠
で

あ

る
。

五

衰
の
一

に

挙
げ

ら

れ

る

よ

う
に

頭
L
の

花
鬘
は

萎
み
、

幾
つ

か

は

地

に

落
ち

て

い

る

も

の

の
、

冠
は

N 工工
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3 聖 衆来迎寺蔵 六道 絵 「天 道」 幅部 分 （歓喜

　 苑の 天女 たち）

5　聖衆来迎寺 蔵六道 絵 「阿修羅道」 図部 分 （帝釈 天 ）

4　聖 衆来迎 寺蔵六道絵 「天 道」 幅 部分 （奏楽

　の 天 人 ）

未
だ

頭
上

に

あ

る
。

三

つ

の

鍬
形
を

立

て

た

よ

う
な

特
異
な

冠
の

形

状
は

当

初
か

ら

で

あ

り、
「

天

道
」

幅
中
で

は

天

宮
の

建
物
の

左

脇
に

座

す
人

物
以
外
に

は

見

当
ら

な
い

。

　
こ

れ

と

近

似
す
る

冠

が

見
い

だ

せ

る

の

は

「

阿
修
羅
道
」

幅
で

あ

る
。

阿

修
羅
の

軍
勢
と

戦
う

白

象
に

乗
っ

た

武
装
形
の

帝
釈
天

く

図
5V

の

冠

の

形
は
、

こ

の

コ

六

道
絵
L

十

五

幅
の

中
で

は

五

衰
の

天
人
の

冠
に

最
も

近
い

。

こ

の

よ

う
な

形
状
の

冠
は

帝
釈
天、

或
い

は

そ

れ

に

類
す
る

男
性

の

天

部
に

属
す
る

も

の

で

あ
る
。

　

し

た

が

っ

て

「

天

道
」

幅
の

五

哀
の

天

人
は、

男

性
と

し

て

描
か

れ

た

可

能
性
が

大

き

い
。

こ

の

こ

と

は、

単
に

こ

の

幅
の

主
人

公

の

性
別
を

知

る

興

味
の

み

に

止

ま

る

も
の

で

は

な

い
。

衰
え

て

嘆
く

天

人
が

男
性
で

あ

る

と

な

れ

ば、
「

天

道
」

幅
の

解
釈
は、

先
に

挙
げ
た

大
串
や

加
須
屋
の

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
〔
15）

も

の

と

変
わ
っ

て

来
ざ

る

を

得

な

い

の

で

あ

る。

四

　
他
の

天

道
図
の

天

人

五

衰

　

そ

こ

で

比
較
の

た

め

に、

他
の

六
道

を

描
い

た

作
例
の

中
で、

天

界
と

天

人
五

衰

が

ど

の

よ

う
に

描
か

れ

て

い

る

か

を

見

た

い
。

独
立

し

た

天

道

の

場
面

と

し

て、

十

三

世
紀
の

作
と

さ

れ

る

聖

衆
来
迎

寺
本

六

道
絵
よ

り

時
代
が

溯

る

可

能
性
が

あ

る

作

例
は

、

「

承

久

元

年
」

云
々

の

詞
書
を

持
つ

『

北
野
天

神
縁
起
絵
巻
』

と、

ブ

リ

ア

美
術
館
蔵
六

道
絵
の

「

天

道

図
」

で

あ

る
。

　
『

北
野

大

神
縁
起
絵
巻
』

で

は

日

蔵
の

六

道
廻

り

の
一

場
面

と

し

て、

巻
八

に

天

上

界
が

描
か

れ

る。

こ

こ

で

は

天

入
は

全

て

女

性
か

童
子
と

し

て

表
さ

れ

て

い

る
。

横
長

の

画
面

は

聖
衆
来
迎

寺
本
と

異
な

り、

場
面

は

宮
殿
前
の

花
園
で、

花
に

遊
び、

舞
い
、

奏
楽
す
る
一

群
の

天

女
で

あ

り、

そ

の

左

方
に

地

に

伏
す
天

女
が

八

体
く

図

聖
衆
来
迎
寺
本
六

道
絵

　
天

道
L

幅
小

考

山
本
陽
子

65
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Meisei 　university

明
星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
二、
甬

語
文

化
学
科
】

第
十
四

号

　
．

00

六

年

6
＞

ほ

ど

描
か

れ
、

そ

の

先

に

は

天

女

の

死

体
の

腐
乱
す

る

様
子
が、

九

相
図
の

こ

　

　

　
　
〔
16）

と

く

表

さ

れ

る
。

反
吐

を

吐
く

姿
の

ほ

か
、

頬
杖
を
つ

く

姿
な

ど

多
様
で

あ

る

が
、

い

ず
れ

も

足

を

そ

ろ

え

た

女
性
的
な

伏
し

方
で、

聖

衆
来
迎

寺
本
の

五

衰
の

天

人

と

一

致
す

る

形
状
は

見
ら

れ

な
い

。

　

ブ

リ

ア

美
術
館
蔵
「

大
道
図
」

は

十
三

世

紀
後
半、

聖
衆
来
迎

寺
本
と

同
時
代
の

作
と

思

わ

れ

る
。

六

道

絵
の

残
欠
と

思

わ

れ

る

二

幅
の

う

ち

の

も

の

で
、

聖

衆
来
迎

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

〔
17）

寺

本
よ

り

縦
横
各
十
セ

ン

チ

程
小
さ

め

の

縦
長
の

掛
幅
で

あ
っ

た
。

図

様
は

聖
衆
来

迎

寺
本
と

は

異
な

り、

真
保
亨
の

解
説

は
、

以

下
の

如
く

で

あ

る
。

聖

衆
来
迎

寺
本
に

比
べ

る

と
一

層

簡
略
化
さ

れ、

宮
殿

に

お

け
る

宴
会
の

さ

ま

と、

樹
下

で

五

衰
の

相
が

現
出
し

た

天

人

等
を

あ

ら

わ

す
の

み

で
、

善
見
城
外

の

各

庭
園

の

快
楽
の

景
な

ど

描
か

れ

て

い

な

い
。

（

略
）

　
同

図

は

剥
落
が

激
し

く

図
様
が

明
確
で

は

な

い

が
、

⊥

方

の

宴
会
揚
面
の

天

人

は、

男

性
と

女

性
の

両

者
が

描
き

分

け
ら

れ

て

い

る

こ

と

が、

髪
形
と

冠
の

形
状
か

ら

判

別
で

き

る
。

…

方、

池
と

林
を

隔
て

た

下

方
の

五

衰
の

天

人

と

見

守
る

二

大

は
、

大

き

な

髷
と

肩
に

垂

ら

し

た

髪
か

ら、

い

ず
れ

も

女
性
で

あ

る

と

判
る

〈

図
7

＞

。

　
こ

の

ほ

か

六

道
全

体
を

描
い

た

中
に

描
き
込

ま

れ

た

天

道
の

場
面

と

し

て
、

同

じ

く

十

三

世
紀
後
半
の

禅
林
寺
蔵
十
界
図

と、

十

四

世

紀
前
半
と

さ

れ

る

極
楽
寺
本
六

道
絵、

十
四

世
紀

末
か

ら

十
五

世
紀
初
と

さ

れ

る

当

麻

寺
奥
院
蔵
十
界
図

屏
風

、

十

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　〔
18）

六

世
紀
の

出
光

美
術
館
蔵
六

幅
対
の

六

道
絵
な

ど
が

あ

る
。

禅
林
寺
本
十
界
図

は

阿

弥
陀
幅
左
上

の
一

区
画

に、

飛

天
と

天

宮
と

劫

波
樹
を

表
し、

天

宮
の

内
外
に

は

宴

会
の

様
と

倒
れ

臥
す

五

衰
の

様
相
の

数
人

を

描
く

＜

図

8
＞

。

天

人

は

何
れ

も

女
性

か

童
子

で

あ

り、

五

衰
の

天

人

も

女
性
で

あ

る
。

構
図、

五

衰

の

天

人
と

も

聖
衆
来

迎

寺
本
と

の

共

通

点
は

見

い

だ

せ

な

い

（

註
2

参
照
）

。
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極
楽
寺

本
六

道
絵
の

大

道
部
分

は

欠
損
し

残
り

の

図

様
も

明
確
で

な
い

が
、

　

　
　
（

19）

し

た

菅
村
亨
に

よ

り、

調
査

欠

損
部
の

右
に

飛
天

が

描
か

れ、

ま

た

樹
ド

に

横
た

わ

る

女

と

そ

れ

を

涙

し

な

が

ら

見

守
る

三

入
の

天

女
が

描
か

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

大

道

五

衰
相
の

ひ

と

つ
、

頭
ト

花
萎
を

描
い

た

も

の

で

あ

り
、

（

略
）

と

あ

る

の

で、

見
守
る

大

人
と

五

衰
の

天

入
と

も

女
性
と

し

て

描
か

れ、

聖
衆
来
迎

寺
本
と

は

異

な

る

図
様
で

あ
っ

た

ら

し
い

こ

と

は

判
る

。

　

当
麻
寺
奥

院
蔵
卜
界
図

屏
風
の

雲

上

の

天

界

に

は

天

宮

が

描

か

れ、

上

方
の

飛
天

た

ち

も

天

宮
の

天

人

も、

髪
と

裳
の

長
さ

か

ら

見

て

女
性
を

描

い

た

も
の

と

思

わ

れ

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

（
 〕

る
。

天

宮
の

前
庭
に

は

「

衰
え

た

容
貌
を

嘆
く
か

の

よ

う

な

老
天

人
」

が

二

体
描
か

れ

て

い

る

〈

図

9
＞ 。

河
田

昌
之

に

よ

れ

ば
、

こ

こ

に

付
さ

れ

た

色

紙
の

和
歌
「

む

か

し

に

も

あ

ら

ぬ

す

か

た

に

な

り

ゆ

け

と

な

け

き
の

み

こ

そ

お

も

か

わ

り

せ

ね
」

は

玄

宗
皇

帝
時
代
に

上

陽
宮
に

閉
じ

込

め

ら

れ

た

ま

ま

老
い

て

し

ま
っ

た

美
女
を

詠
ん

だ

も

の

と

い

い
、

「

木

の

側
の

老

女

が

眉

を

細
く

引
き、

冠
を

着
け

て

嘆
く

姿
」

が

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
21）

こ

の

歌
の

k
人

公

を

連

想
さ

せ

る

と
い

う。

こ

の

両

者
の

着
衣
も、

地
面
に

正

座

し

た

か

の

よ

う

な

姿
と
、

片
膝
を

立

て

て

地

面
に

腰
を

下

ろ

し

た

姿
勢
と

も、

聖

衆
来

迎

寺
本
の

天

人
と

は

共
通
す
る

も
の

で

は

な

い
。

　

　

　
　
　
　

　

　
〔
22）

　

出
光

美
術
館
蔵
六

道

絵
の

天

道
は

第
六

幅、

来
迎

す

る

阿
弥
陀
三

尊
の

右
上

に

あ

り、

天

人

は
い

ず
れ

も

女
性
ら

し

く

描
か

れ

て

い

る
。

空
中
で

奏
楽
と

散
華
を

す
る

、
二

人
の

天

入
の

み

で
、

五

衰
の

場
面

は

表
さ

れ

な
い

。

　

こ

の

ほ

か

近

年
西

田

直
樹
に

よ

っ

て

紹
介
さ

れ

た

作
例
に、

江

戸
時
代
の

同

往
生

　

　

（
23）
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　
（
24）

要

集
絵
巻
』

と、

版
本
の

『

ゑ

入

往
生
要
集
』

の

諸
本
が

あ

る
。

こ

の

う
ち
『

往
生

要

集
絵
巻
』

と、

寛
文

十
一

年
版
・

元
禄
二

年
版
『

ゑ

人

往
生

要
集
』

と

寛
政
二

年

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Meisei 　university

明
星
大
学
研
究
紀

要
【
日

本
文

化
学
部

二一一
冖

語
文
化
学
科
】

第
卜

四

号
　
二

〇
〇ー
ハ

年

版
『

往
生

要
集
』

で

は
、

出
光
美
術
館
蔵
六

道
絵
の

天

道

と
同
様
に
、

空
を

飛
び

奏

楽
す

る

天

人
や

迦
陵
頻
伽
を

女
性
ら

し

く

描
く

の

み

で

あ

る
。

嘉
永
再

版
刻
『

平
か

な

絵
入

往
生

要
集
』

で

は

飛
天

を

楼
台
で

見

る
二

天

と

侍
女、

童

子

を
い

ず
れ

も

女

性
と

し

て

描
く

。

天

保
十
四

年
版
『

和
字
絵
入

往
生

要

集
』

の

み

が

五

衰
の

天

人
を

描
く

＜

図

10
＞

。

手
を

差

し

出
し

て

う
ず
く

ま

る

五

衰
の

天

人
も、

そ

れ

を

見
返

る

二

天

も

上

方
の

飛
天

と

迦
陵
頻
伽
も、

女
性

と

し

て

表
さ

れ

て

い

る
。

　
こ

れ

ら

の

六

道
絵

の

天

道

図
に

は、

聖
衆
来
迎

寺
本
ほ

ど

天

界

の

諸
要
素
が

描
き

込

ま

れ

た

例
は

な

い
。

ま

た

天
人
の

ほ

ぼ

全

て

が

女

性
の

天

女

と

し

て

描
か

れ、

男

性
の

天

人
は

聖

衆
来
迎
寺
本
と

同

時

代
の

フ

リ

ア

美
術
館

本
の

天

宮
で

の

宴
会
場
面

の

み

で

あ
っ

た
。

　

特
に

五

衰
の

天

人
は
い

ず

れ

も

女
性
で、
『

往
生

要
集
』

の

五

衰
の

場
面

を

天

女

と

し

た

解
釈
に

拠
る

も

の

で

あ
っ

た。

こ

れ

ら
の

天

道

図

の

問

で

は、

天

女

の

姿
態

等
に

相
互

に

近

似
す

る

も

の

が

見
ら

れ

る

が
、

聖
衆
来
迎
寺
本
の

五

衰
の

天

人
は

姿

勢、

着
衣、

冠

と

も

異
質
で

あ

る
。

天

宮
内
の

無
人

の

宝
座

を

中
心

と

し、

天

人

の

嘆
き

の

諸
要
素
を

描
き

込

ん

だ

そ

の

構
成
や、

こ

と

に

五

衰
の

天

入

を

男
性
と

す
る

類
例
は、

他
の

天

道
図

に

は

全

く

見
い

だ

せ

な

か

っ

た
。

五

　
聖

衆
来
迎

寺
本
の

解
釈

　
聖
衆
来
迎
寺
本
以

外

の

こ

れ

ら

の

天

道
図

で

は
、

五

衰
の

場
面

は

老
い

た

天
女

と

し

て

描
か

れ、

美

貌
と

栄
華
を

極
め

た

女

性
の

惨
め

な

末
路
の

寓
意

と

な
っ

て

い

た
。

大

串
や

加
須
屋
が

聖

衆
来
迎
寺
本
の

老
天

入
を

「

天

女

の

嘆
き
」

と

見

た

の

も
、

こ

の

観
点
に

基

づ

い

た

の

で

あ

ろ

う
。

　
し

か

し

聖

衆
来
迎

寺
本
「

天

道
」

幅
の

五

衰

の

天

人

も
、

周

囲
の

諸
要

素
も、

他

本
に

例
が

な

い
。

五

衰
の

天

人

が

男
性
と

し

て

描
か

れ

た

こ

の

場
面

に

は、

他
の

大

68

道

図
の

「

天

女
の

嘆
き
一

は

適

用
で

き

な
い

。

そ

れ

で

は

聖

衆
来
迎

寺
本
の

天

人

五

衰
は
、

ど

の

よ

う
に

解
釈
す
れ

ば

よ

い

の

か、
『

往
生

要
集
』

の

天

人

の

嘆
き

（

註

8
参
照）

を

挙
げ、

あ

ら

た

め

て

考
察
し

た
い

。

＝）
の

も

ろ

も

ろ

の

天

女

を

ば
、

我
常
に

憐
愍
せ

し

に、

い

か

ん

ぞ
一

旦

に

我

を

棄
つ

る

こ

と

草
の

如
く

す

る
。

我
い

ま

依
る

と
こ

ろ

な

く

怙
む

と
こ

ろ

な

し
。

誰
か

我
を

救
ふ

者
あ

ら
ん
。

善
見
の

宮
城
は

今
ま

さ

に

断
た

ん

と

す。

帝
釈
の

宝

座

は

朝
謁
す
る

に

由
な

し
。

殊
勝
殿
の

中
に

は

永
く

瞻
望
を

断
ち

、

釈
天
の

宝
象
に

は
、

い

つ

れ

の

日
か

同

に

乗
ら

ん
。

衆
車
苑
の

中
に

は

ま

た

能
く

見
る

こ

と

な

く、

麁
澁
苑

の

内
に

は

介
冑
長
く

辞
す。

雑
林
苑
の

中
に

は

宴
会
す

る

に

凵

な

く、

歓
喜
苑
の

中
に

は

遊
止

す

る

に

期
な

し
。

劫
波
樹
の

下、

白

玉

や
わ

ら

か

の

茣

な

る

石

に

は

更

に

坐

る

時
な

く、

曼
陀
枳
尼
の

殊
勝

の

池
水

に

は
、

沐
浴

す
る

に

由
な

し
。

四

種
の

廿

露
も

卒

に

食
す

る

こ

と

得
難
く、

五

妙
の

音
楽
は

頓
に

聴

聞
を

断
つ
。

悲
し

い

か

な、

こ

の

身
独
り
こ

の

苫

に

嬰
る

。

（

略）
L

と。

　

こ

こ

に

は

「

人

道
苦
相
一
」

幅
の

老
女
が

鏡
を

見
て

泣

く

よ

う
な、

女
性
と

し

て

の

容
貌
の

衰
え

へ

の

悲
嘆
は

な

い
。

か

わ

り
に

未
練
と

し

て

天

女

た

ち

と

切
利
天
の

各
所
が

挙
げ

ら

れ
、

そ

の

諸
要
素
は
一

々

が

律
義
な

ま

で

に

画

面

に

表

さ

れ

て

い

る
。

　
「

草
の

如
く

」

天

人

を

棄
て

る

天

女

た

ち

は、

そ

の

傍
ら

に

描
か

れ

る

A

図
3
参

照
〉 。

一

人

は

背
を

見

せ
、

い

ま
一

人

が

袖
を

当
て

る

の

は

鼻
で

あ

る

の

で、

加

須

屋
の

い

う
よ

う

に

五

衰
の

第
二
、

三

に

あ

る

「

大

衣、

塵
垢

に

著
さ

れ
」

「

腋
の

下

よ

り

汗
出
で
」

の

臭
気
を

避
け

よ

う
と

す
る

も

の

で

あ

ろ

う。
…．
常
に

憐
愍
L

し

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
天

人

を

「

草
の

如
く

」

棄
て

る

天

女
た

ち
は、

五

衰
の

天

人

が

男

性
な

ら

ば、

そ

の

妻
女

と

い

う
こ

と

に

な

る。

主
人

公
が

天

女
で

あ
っ

て

朋
輩
に

棄

て

ら

れ

る

場
合
よ

り

も、

そ
の

方
が

五

衰
の

大

人
の

哀
れ

さ

は

深
い

。
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「

善
見

の

宮
城
」

「

殊
勝
殿
」

「

帝
釈
の

宝
座
」

に

該
当

す

る

の

が、

中
段
の

天

宮

と

そ

の

中
心

の

主
の

い

な
い

宝
座
で

あ

る

〈

図

11
＞

。

空
座
の

意
味
と

「

朝
謁
無
由
」

の

解
釈
は

ひ

と

ま

ず
措
く。

　
「

釈
天

の

宝

象
」

は
、

宮
内

に

象
使
い

と

共
に

描
か

れ、

空

の

鞍
を
つ

け

蹲
っ

て

待
機
す

る
。

加

須

屋

が

解
説
す
る

よ

う
に
、

「

衆
車
苑
」

の

車
は

天

宮
の

右
下
の

林ll 聖 衆来迎寺蔵六 道 絵 「天 道 」 幅部分 善見 城 （無人 の 宝座 ・帝 釈天 の 白象）

聖
衆
来
迎
寺
本

六

道

絵
一
天

道

　
幅
小
考

山

本

陽
子

中

に
、

「

麁
澁

苑
」

の

「

介
冑
」

は

五

衰
の

天

入
を

見
る

二

天

女

の

背
後
に、

半
ば

隠
れ

る

よ

う
に

配

さ

れ

て

い

る
。

　
上

方
左
右
の

光
景
は

「

宴
会
す

る

に

日

な

く
」

と

い

う

「

雑
林
苑
」

と、
「

遊

止

す

る

に

期
な

し
」

の

「

歓
喜

苑
」

に

該
当
し

よ

う
。

「

劫
波
樹
の

下
」

の

白

玉

の

石

は

見
当

た

ら

ず、
「

曼
陀
枳
尼
の

殊
勝
の

池
水
」

に

は、

沐
浴
す

る

二

天

女

の

み

が

描
か

れ

て

い

る。

加
須
屋
は
こ

れ

ら

を

老
天

女

の

回

想
場
面

と

す
る。

し

か

し

こ

の

三

箇
所
に

は、

同
」

の

姿
の

人

物
は、

男
性
の

天

人

は

も

と

よ

り

天

女
も

見

い

だ

す

こ

と

は

で

き

な
い

。

こ

れ

ら
の

場
面

も

天

人

が

五

衰
と

な

っ

た

現
在、

主
人

公
が

そ

こ

に

参
加
で

き

ぬ

ま

ま、

他
者
の

み

が

快
楽
を

享
受
し

て

い

る

有
様
を

描
い

た

と

考

え

ら

れ

る
。

　
以
上

の

よ

う

に
、

聖

衆
来
迎

寺
本

「

天

道
」

幅
の

主

人
公

と

な

る

五

衰
の

天

人

が

男
性
で

あ
っ

て

も、

そ

の

各
場
面
の

図

様
は、
『

往
生

要

集
』

の

文
面
と

矛
盾
す

る

と

こ

ろ

は

な
か

っ

た。

六
　
五

衰
の

天

人
は

誰
か

　
聖

衆
来
迎

寺
本
の

五

衰
の

天
入

は

男
性
で

あ

る

と

し

て、

そ
の

地

位
は

ど

の

よ

う

な

も

の

か
。

源
信
の

引
用

し

た

『

正

法
念

處
經
』

觀
天

品

の

三

十

三

天

に

属
す

男
性

と

し

て

は、

帝
釈
天
・

過

去

の

諸
大
王
・

天
子
・

天

衆
が

あ

る
。

犬

宮

に

名
前
が

記

さ

れ

て

い

る

と

い

う
過

去

の

天

王

や
、

恐
ら

く

象
使
い

の

よ

う
な

身
分

の

者

と

思
わ

れ

る

天

衆
を

除
外

す
る

と、

残
る

の

は

帝
釈
天

と

天

f、

こ

こ

で

い

う
天
子

と

は

天

女
に

対
応
す
る

男
性
の

天

人
を

指
す
言

葉
で

あ

る
。

　
源
信
が

天

道
の

末
尾

で

引

用
に

用

い

る

『

瑜
伽
師
地

論
』

で

は、

五

衰
の

五

の

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

〔
25〕

「

不

樂
本
座
」

の

主

語
は

「

天

及
天
子
」

で

あ
ワ

た
。

切
利
天
の

主

で

あ

る

帝
釈
天

と、

そ

の

下
に

集
う
大

子
の
一

人、

そ

の

い

ず

れ

を

聖

衆
来
迎

寺
本
の

五

衰
の

大

人69
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明
星
大
学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
．
冨

語
文
化
学
科
】

第
十

四

号

　．一
〇

〇

六

年

に

当

て

は

め

て

も、
『

往
生

要
集
』

の

文

意
は

通
じ

る
。

帝
釈
天

の

居

所
で

あ

る

「

善
見

の

宮
城
」

が

「

於
今
将
絶
」

で

「

帝

釈
の

宝

座
」

に

「

朝
謁
無
由
」

と

い

う

こ

と

は、

帝
釈

天
が

五

衰
で

あ

る

と

す
れ

ば、

城
も

主

と

共
に

絶
え

よ

う
と

し、

そ

の

宝
座

に

誰
も

拝
謁
し

な

く

な
っ

た

と

解
釈
で

き
る

。

天

子
が

五

衰
で

あ

る

な

ら

ぱ
、

帝
釈
天

が

善
見
城
を

見
捨
て

た

の

で、

朝
謁

し

よ

う
に

も

主

人
が

い

な
い

と

い

う

意

味
に

な

る
。

文
面
か

ら

は、

五

衰
の

天

人

が

そ

の

い

ず

れ

で

あ

る

と

も

断
定
は

で

き

な
い

。

　

た

だ、

こ

こ

で

は

「

天

道
」

幅
の

中
央
に

な

ぜ

五

衰
の

天

人

で

は

な

く
、

帝
釈
天

の

無
人

の

宝
座

が

描
か

れ

た

か

を

考
え

た
い

。

五

衰
の

う

ち、

一

の

萎
ん

だ

花
鬘
は

傍
ら

に

落
ち

て

描
か

れ

た。

二

の

塵
垢
に

著
さ

れ

た

天

衣

と

三

の

腋
よ

り

出
た

汗
は、

地
面
の

天
衣
や

着
衣

の

く

す

ん

だ

配
色
と、

臭
気
に

鼻
を

押
さ

え

る

天

女

で

表
さ

れ

る
。

右
袖
を

肩

ま

で

ま

く

り

上

げ
る

の

も、

腋
の

汗
の

意
味
か

も

し

れ

な

い
。

四

の

　

　

　

　
く

る

め

し

ば

し

ば

駒
く

目

は、

両

目

を

閉
じ

る

こ

と

で

表
現

さ

れ

る
。

　

そ

れ

で

は

五

番

目

と

さ

れ

る

「

本
居

を

楽

し

ま

ず
」

は

ど
の

よ

う
に

描
か

れ

て

い

る

の

か
。

空
の

宝
座
が

こ

れ

を

表

し

た

と

考
え

る

と
、

そ

の

位
置
の

持
つ

意
味
が

明

確
に

な

る
。

居
城
の

王

座
こ

そ

帝
釈
天

に

と

っ

て

の

本
居
に

ほ

か

な

ら

な
い

。

こ

の

図

様
は

帝
釈
天
が

自
分
の

城
の

宝
座
に

安
居
す

る

こ

と

が

で

き

ず
、

門
外
の

は

る

か

下

方

に

倒
れ

臥
し

た

場
面

と

解
釈
し

た

と

き

に、

最
も

説
得
力

が

高
ま

る
。

　

大

串
も

中
野
も

空

の

宝
座
を

、

帝
釈
天

が

こ

こ

を

去
っ

た
こ

と

を

示

す
も

の

と

見

た
。

さ

ら

に

加
須
屋

は

帝
釈
天

が

阿
修
羅
と

の

戦

闘
に

明
け

暮
れ

て

天

宮
を

留
守
に

し

て

い

る

と

す
る
。

な

ら

ば

帝
釈
天

は

「

阿

修
羅

道
」

幅
〈

図

5
参
照
〉

に

見
る

よ

う
に

、

甲
冑
を

着
用

し

て

白
象
に

乗
っ

て

軍

を

率
い

て

い

る

は

ず

で

あ

る
。

　

し

か

し

そ

の

白
象
は、

宮
内
で

空
の

鞍
を

着
け

て

待
機
し

た

ま

ま
で

あ

る
。

甲
冑

は

麁
澁
苑

の

木
陰
に

放
置
さ

れ

て

い

る
。

帝
釈
の

宝
象
に

「

何
日

同
乗
」

は
、

帝
釈

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
と

も

天

が

象
に

乗
る

姿
は

常
に

単
独
で

あ

る

の

で、
「

同
に

乗
ら

ん
」

と

読
む

の

で

は

あ

70

る

ま

い
。

五

衰
の

た

め、

か

つ

て

の

如
く

象
に

乗
れ

な

く

な
っ

た

ゆ

え

の

「

何
れ

の

日

か

同
じ

く

乗
ら

ん
」

と

い

う

嘆
き

で

あ

ろ

う
。

戦
に

必

要

な

甲
冑
を

「

長
く

辞

す
」

こ

と

も、

帝
釈
天

が

五

衰
ゆ

え

に

戦
え

な

く

な
っ

た

た

め

と

見

る

方
が、

白
然

で

あ

ろ

う。

　

さ

き

に

五

衰
の

天

人
が

男

性
で

あ

る

証

拠
と

し

て
、

そ

の

冠

が

「

阿

修
羅
道
」

幅

の

帝
釈
天

の

冠
と

近

似
し

た

形
状
で

あ

る

こ

と

を

挙
げ
た。

だ

ら

し

の

な

い

姿
勢、

く

す
ん

だ

着
衣

に

も

拘
ら

ず、

そ

の

金

色

の

冠

は

「

天
道
」

幅
中
の

誰
よ

り

も

大

薩
・

こ

の

冠
こ

そ
・

五

衰
の

天

人
が

か

つ

て

誰
で

あ
・

た

か

を

暗
示

す

る

も

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

お

わ

り

に

　
以

上

の

よ

う
に
、

こ

れ

ま

で

「

老
い

た

天
女
」

と

さ

れ

て

き

た

聖
衆
来
迎

寺
本
六

道
絵
「

天
道
」

幅
の

五

衰
の

天

入

が

男
性
で

あ

る

こ

と

を

指
摘
し

た
。

さ

ら

に

そ

れ

が、

善
見
城
の

宝
座
に

「

本
居
」

す
る

こ

と

が

で

き

な

く

な
っ

た

帝
釈
天

を

意
味
す

る

可

能
性
を

挙
げ

た
。

　
聖
衆
来
迎
寺

本
の

天

界
の

図

様
も、

五

衰
の

天

人
を

男

性
と

し

て

あ

ら

わ

し

た

姿

も、

他
の

六

道
絵
に

は

類
例
が

な

く、
『

往
生

要
集
』

の

天

道
の

条
を

こ

の

よ

う

に

解
釈
し

た

絵
画
の

例
も

見
ら

れ

な

い
。

な

ぜ

天

道
図

の

う

ち、

聖
衆
来
迎
寺
本
の

み

が

こ

の

よ

う
に

描
か

れ

た

の

だ

ろ

う
か

。

　
ぴ

と

つ

に

は

十
五

幅
の

う
ち
の

「

阿
修
羅
道
」

幅
へ

の

対

応
と

い

う
役
割
が

考
え

ら

れ

る
。

六

道
に

生

き

と

し

生

け

る

も
の

の

全
て

が

苦

で

あ

る

と

い

う
主
題
の

も

と、

「

阿

修
羅
道
」

幅
で

は
、

こ

の

世
界

に

生

ま

れ

た

者
た

ち
が

阿

修
羅
の

配

下
と

な
っ

て、

帝
釈
大

の

率
い

る

軍
勢
と

戦
う
様
が

描
か

れ

て

い

る
。

し

か

し

こ

の

図

で

赤
い

血

を

流
し

て

敗
れ

て

い

る

の

は

阿
修
羅
の

軍
勢
ば

か

り

で

あ

る
。

な

ら

ば

常
に

強
者
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に

属
し、

こ

こ

で

は

帝
釈
天

の

軍
勢
と

な

れ

ば
常
勝
で

苦
し

み

は

な

い
、

と

い

う
思

考
が

生

ま

れ

か

ね

な

い
。

こ

の

「

天

道
」

幅
は

そ

れ

に

対
す
る

反

論
と

な

り

得
る
。

戦
闘

で

は

勝
者
の

王

の

帝
釈
天
で

さ

え、

終
に

は
こ

れ

ほ

ど

の

苦

を

受
け

る、

と。

　

さ

ら

に

は

鎌
倉
と

い

う

時
代
の

な

せ

る

業
で

も

あ

ろ

う
。

『

往
生

要
集
』

の

天

道

（

註
8
参
照）

は

次
の

よ

う

に

続
け

る
。

ま

た

大

徳
の

天、

既
に

生

ま

れ

た

る

後
は、

旧

の

天

の

眷
属
は

捨
て

て

彼
に

従

ふ
。

或
は

威
徳
の

天

あ

り

て、

心

に

順

は

ざ

る

時
は、

駆
り

て

宮
よ

り

出
し、

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　〔
27）

住
す

る

こ

と

を

得
る

こ

と

あ

た

は

ざ

ら

し

む
。

A

瑜
伽
〉

　

天

界
の

も

の

と

し

て

引
用
さ

れ

る

こ

の

よ

う

な

天

の

盛

衰
と

駆
逐

は、

あ

ま

り

に

人

間
界
の

政
争
に

似
て

い

る
。

こ

と

に

聖

衆
来
迎

寺
本
が

製
作
さ

れ

た

十
三

世
紀
は、

源
平
の

騒

乱、

承
久
の

変
と

権
力
者
の

浮
沈
を

見
た

ば

か

り
で

あ

る
。

五

衰
の

天

女

と

し

て

の

美
女
の

凋
落
の

物
語

よ

り

も、

天

宮
の

宝
座

に

本
居
す
る

こ

と

が

で

き

な

く

な
っ

た

天

界
の

王

の

物
語
の

方

に、

よ

り

切

迫
し

た

現
実
性
を

感
じ

る

時
代
で

は

な

か

っ

た

か
。

　

聖
衆
来
迎
寺
本
六

道
絵
の

「

天

道
」

幅
は、

こ

れ

ま

で

「

衰
え

た

天

女
の

嘆
き

」

を

描
い

た

と

見
ら

れ

る、

影
の

薄
い

幅
で

あ
っ

た
。

し

か

し

そ

の

主

人

公

に

帝
釈
天

の

可

能
性
が

あ

り、

主

題

が

天

界
の

主

の

末
期
を

描
い

た

も

の

と

解
釈
さ

れ

る

と

き、

こ

の

絵
は

決
し

て

地

味
な

幅
で

は

あ

り

え

な

く

な

る

の

で

あ

る
。

註
（
1）
　
井
上

聡
美
コ

聖
衆
来

迎

寺
所

蔵
「

六

道

絵
」

の

修
復

と

移
動
［

『

美
術

史
』

第
一
五

六

号
二

九
五

　
　

〜
＝

＝

四

頁

　．
平

成

十

六

年
の、

註
の

研
究
史
に

拠
る。

〔
2）
　
大

串
純

夫

「
十
界

図

考
」

上

下
『

美
術
研
究
L

第
．．
一
九
・
一
二

〇

号
三

五

九
〜一．一
七

四

頁
・
．

∴

　
　

九
三

〜
四
一
〇

頁、

昭

和
十
六
年

聖
衆
来
迎
寺
本
六

道

絵
「
天

道
」

幅
小
考

山
本
陽
子

（
3）
　
真

保
亨
「
六

道
絵

　

十
五

幅
の

う
ち

（
天
道
ご
「

六

道
絵』
図

版
五
二

〜
五

六
，
図

版
解
説
二

二

　

　
四

頁

　
毎
日

新

聞
社、

昭
和
四

九

年

（
4）
　
中
野
玄．一．
「

天

台

宗

の

六

道
絵
」

『

佛
教
藝
術
』

第
一
七
二

号
九
一
〜
一
一
六

頁、

昭

和
六
二

年

（
5）
　
宮
次
男

「

聖

衆
来

迎

寺
の

六
道

絵
」

『

目

本
の

美
術
』

第
二

七
一
号
コ
六

道

絵一
四

七

〜
五

六

頁、

　

　
昭
和
工

ハ一．一
年

（
6）
　
加

須
屋

誠
「
嶺
土

を

巡

る

1
聖

衆
来
迎
寺
『

六

道
絵
』一
「
朝

日

百
科
H
本
の

国
宝

別
冊

　
国

宝
と

　

　
歴

史
の

旅
六
』

「

地
獄
と

極
楽

イ

メ

ー

ジ

と

し

て

の

他
界一
二

〇

〜
四

九
頁

朝
日

新
聞
社、

平

　

　
成

十
二

年

〔
7

）

　
乙

の

ほ

か

加

須
屋

誠
の

論
文
と

し

て

『

仏
教
説

話
画

の

構
造

と

機
能
』

（
中
央
公
論
美
術
出
版
社、

　

　
平
成

十
五

年
）

［．
本
書
の．
要

旨
・
初
出
　
覧
・
付．
記
」

に

よ

れ

ば、
「
天

女
の

嘆
き
1
聖
衆
来
迎
寺
本

　

　
六

道

絵
天

道

幅
を

読
む
ー．

」

『

女
性
と

し
て

生

き

る

1
女

に

於
け

る

聖
と

賤
1

』

（
帝
塚
山

学
院
大

学、

　

　
平
成
」

1
二

年）
が

あ

る

が、

国
立

国

会

図

書
館

で

も

WEBCATPLUS

で

も

閲

覧

す

る

こ

と

　

　
を

得
な

か
っ
た。
し

た

が

っ
て

本
論
で

は、

同

著
者
が

同
年
発

行
し
た

「

穢
土

を

巡

る

1
聖

衆
来

迎

　

　
寺
『

六

道

絵
』

」

に

拠
っ

て

い

る。

〔

8）
　

源
信
著
石

田

瑞
麿
訳
「
往

生
要

集」
『

原
典
日

本
仏

教
の

思

想
』

四

　
四
一
〜

四

二

頁
・
原
漢

文

　

　
三

三

三

頁

　
岩
波
書
店

　
平
成
三

年

よ

り

抜
粋。

（

9）
　
『

正

法
念
處
經
」

觀
天

品

第
六

之
二

四

天

王

天

之
二

『

大
正

新
修
大

藏
經
』

第
十

七

集
一
二

九

〜

　

　一
三

六
頁

（

10）
　
小
杉
一
雄
「

薬
師
寺
東

塔
水

煙

の

天

人

は

天
男
・
天
女
・
天

童
の

天

族
で

あ

る」
『
美

術
史
研
究
」

　

　
第
二

九
冊
一
〜
十
二

頁、

平

成一、一
年

（

11）
　
秋
山
光
文

「

古

代
イ

ン

ド

に

お

け
る

飛

天

の

図
像
」

『

日

本
の

美
術
』

第
三

二

〇

号
一
飛
天

と

神

　

　
仙
L

八
七

〜
九

八

頁、

平

成
五

年

〔
12）
　
林
温
「
イ
ン

ド

の

飛

天」
『

目

本
の

美

術
』

第
三

三

〇

号
「

飛
天

と

神
仙
」

　一
八

〜一、
西
頁、

平

　

　
成
五

年

（
15）
　
勝
木
・
佐
藤
・
服

部
・
宮
下
・
山

本

　
フ

リ
ー

ト

ー

ク

］

天
女
を

め

ぐ

っ
て
L

「
ア

ジ

ア

遊
学
』

　

　
第
レ
四

号

「
天

女

1
そ

し

て

天

空
を

舞
う

も
の

た

ち

ー
」

二

〜一．
七

頁、

平
成
十
二

年

（
14）
　

菅
澤

茂
「

日

本
建

築
に

お

け

る

飛
天

の

表
現

に

つ

い

て
」

『

ア

ジ

ァ

遊

学
』

第
卜
四

号

「

天

女

ー

　

　
そ

し

て

天

空
を

舞
う

も

の

た

ち
ー

」

二

九
〜
四

〇

頁、

平

成
十
二

年

（
15）
　
も
ウ
と

も

（
註
ヨ）
〔
註
4）
（
註
5）
の

真
保
・
中
野
・
宮

の

解
説
と

も、

五

衰
の

天

人

に

「

天

　

　
女
」

と

い

う
言

葉

は

使
っ

て

い

な

い。
『
往
生

要
集
』

の

文
面
に

従
ワ
た

た

め
か、

そ

れ

を

大
串
が

　

　「
天

女
巳

と

見

る

こ

と

を

諾
と

し

な

か
っ
た

た

め
か

は

判
ら

な

い。

〔
16）
　
川

上

実
「

九

相
図
の

絵
画一
（
三）
『

愛
知
県

立

芸

術
大

学
紀
要
』

第
卜

三

号
八
一
〜
一
〇

〇
頁、

　

　
昭

和

五

八

年
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明
星

大
学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化

学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
四

号

　，一
〇

〇

六

年

〔
17）
　

現
在
は

額
装
と

な
っ

て

い

る。

真
保
亨
「

六

道
絵
　
二

面
の

う

ち

〔

天

道）
」

［、
六

道

絵
』

図
版
六

　
　

四

〜
六

五
・
図

版
解…
説
二

二
亠
ハ

頁
　

毎
日

新
聞
社、

昭
和
四

九
年

〔
18）
　
こ

二

で

は

地

蔵
の

放

光

中
に

六

道

を

描
い

た

も

の

や、

観
心

十

界

図
な

ど

に

は

触
れ

な
い。

（

19）
　
菅
村
亨
「
極

楽
寺
本
「
六

道

絵
」

に

つ

い

て
」

『

佛
教
藝
術
」

第
一
七

五

号
五
…
〜
七
【
頁、

昭

　
　

和
六
二

年

（
20）
　
高
岸

輝
一
当

麻
寺

奥
院
所

蔵
コ

十
界
図

屏
風

ご
冖

L

國

華」

第
一
、

＝一
四

・

＝一
二

五

号一．…
〜

二

　
　

四
・
三

〜

十
二

頁、

平
成
九
年

（
21
＞

　
河
出

昌

之

］

］

十
界

図

屏
風
」

（
当

麻
寺
奥
院

所

蔵
）

の

主

題

と

構
成
に

つ

い

て

1
色
紙

形

を

手

懸

　
　

か

り

に

IL
『

美
術

史
を

愉
し

む

1
多

彩
な

視
点

1」
一
六
冖
〜
一
九

〇
貞

　
思

文

閣
出
版、

平

成

　
　

八

年

（
22）
　「
六

道
絵
」

『

中
世

庶

民

信
仰
の

絵
画
．

参
詣
曼
荼
羅
・
地

獄

絵
・
お

伽
草
子
』

図

版
二

七
解
説
八

　
　
二

〜
八

三

頁

　
渋
谷
区

立

松
濤
美

術
館、

平
成
五

年

（
23）
　

西
田

直
樹
『「
往

生

要

集
絵
巻−

詞
書
と

絵
の

研

究
』

和

泉

書
院、

平

成

十
三

年

（
24）
　
西
田

直
樹
『「．
仮
名
書
き

え

入

往

生

要
集」
の

成
立

と

展

開
』

和

泉
書

院、

平
成

十

四

年

〔
25）
　
『

瑜
伽
師
地
論
』

巻
第
四

『

大

正

新
修
大

藏
經
』

第
三

十
集
二

九
七

頁

（

26
）

　
も
っ

と

も

冠
の

現
状
の

金
色
は

補

彩
の

可
能

性
が

あ
る。

（
27
）

　
註
25
参
照、
た

だ

し

『

往
生

要

集
』

は

原

典

の

文

意
と

は

や

や

異
な

る。

参
考
図

版
は

以

下
の

も

の

よ

り

転
載
し

た
。

1
　
聖

衆
来

迎
寺
蔵
六

道

絵
十
五

幅
の

う
ち
「

天
道一
幅

　
毎
日

新
聞

社
『

六
道
絵
』

（
真

保
亨
解
説
・

　
金
子
桂
三

写

真
）

図

版

五

二

2
　
聖
衆
来
迎

寺
蔵
六

道

絵

「

大
道」
幅
部

分
（

五

衰
の

天

人）

毎
日

新

聞
社
「

六

道
絵
』

（
真
保
亨
解

　
説
・
金
子

桂
三

写
真）

図
版
五

五

3
　
聖
衆

来
迎
寺

蔵
六

道

絵
…

−

天

道一

幅
部
分
〔
五

衰
の

天

入

を

見

る

二

天

女）

毎
日

新
聞
社

ユ
ハ

道

　
絵
』

（
真
保
亨
解
説
・
金

子

桂
三

写

真）

図
版
五

五

4
　
聖
衆
来
迎

寺
蔵
六

道
絵
一
天

道
」

幅
部
分

（
奏

楽
の

天

人）
毎

日

新
聞

社
『
六

道
絵
」

（
真
保

亨
解

　
説
・
金

子

桂
三

写
真）

図
版
五

三

5
　
聖

衆
来
迎
寺
蔵
六

道
絵
「

阿
修
羅

道
」

図

部
分
（

帝
釈
天）

ぎ
ょ

う

せ
い

『

日

本

の

仏
像
大

百

科
』

　
五

「

習

合
神
・
高
僧
」

図
版
六一．

6
　
北
野

天

満
宮
蔵
『

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
』

巻

八

（

天
道）

部
分
（
五

衰
の

天

女
た

ち
）

中
央

公

論
社

　
『

日

本
絵

巻
大

成」
二

、
「
北
野
天

神
縁
起」
巻
八

7
　
ブ

リ

ア

美
術
館

蔵
天
道
図
部
分
（

五
衰
の

天

女
と

見
守

る

二

天
女）

8
　
禅
林
寺

蔵
レ
界
図

部
分

〔
五

衰
の

天

女

た

ち
）

ぎ
ょ

う

せ

い

『

日

本
の

仏

橡
大
百

科
』

五
一
習
合

72

　
神凵
・
宀
咼

僧旧」

図
版

六一
二

9
　
当

麻

寺
奥
院
蔵
十
界
図
屏
風
部
分
（
五

衰
の

天

女

た

ち）

河
田

昌
之
「

「

十
界
図

屏

風
」

（
当

麻

寺
奥

　
院
所

蔵）
の

主
題
と

構

成
に

つ

い

て

1
色

紙
形
を

r
懸

か

り
に

　．
『

美

術

史

を

愉
し

む

ー
多
彩
な

視

　
点
1』

参
考
図

版

八

10
　
天

保

レ

四

年
版
『

和

字
絵
入

往
生

要

集
』

天

道

　
和

泉
書
院
『

「

仮
名
書

き

え

入
往

生

要
集
」

の

成

　
立

と

展

開
』

影
印

七

　
天

保

十

四

年
版
『

和
字
絵
入
往
生

要
集
」

中

十

七

表

11
　
聖
衆
来
迎
守
蔵
六

道
絵

「
天

道一

幅
部
分
善
見
域
〔
無
人
の

宝
座
・
帝
釈
天

の

自
象）

毎
目

新
聞
社

　
『

六

道

絵
」

（
真
保
亨
解
説
・
金

子

樟
三

写

真）

図
版
五

二
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